





























































































































































































































































































































































































































































順位 〈感心・あきれ〉の「ものだ」 出現数 （参考）〈感心・あきれ〉の「ことだ」 出現数
1 困った 72
2 大した 32




7 すごい 4 すごい 4
7 ひどい 4














順位 〈感心・あきれ〉の「ことだ」 出現数 （参考）〈感心・あきれ〉の「ものだ」 出現数
1 なんて 19
2 ありがたい 13 ありがたい 1
3 すごい 4 すごい 4
4 （Nの）いい 3 （Nは）いい 23
4 けっこうな 3
6 すばらしい 2





















































































































































































































































とって “一般的” と捉えられることだけでなく、より広く “確定している” と
捉えられることが対象になるからと考えられる。
　「よく（も）」と同様と考えられる表現は他にもある。下に実例を挙げる。
58）よくぞ耐えたものだ名古屋人（笑）（（BCCWJ，Yahoo!ブログ）
59）それにしても、（略）ずいぶん畏れ多いことを考えたものですね」
（BCCWJ，書籍，翔べ！貴族警部，胡桃沢耕史（著））
60）実に素敵な日本人が出現したものである。（BCCWJ，雑誌，現代，
2001年 1 月号）
61）自治体の刊行物であるだけに、日本も成熟したものだと感心させられ
るのである。（BCCWJ，書籍，オホーツク街道，司馬遼太郎（著））
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これらはいずれも、話し手があらかじめ想定している一般的なことや常識から
は外れているが、話し手がその事実を受け入れて実感している様子を表してい
ると考えられる。
　以上、〈感心・あきれ〉の「ものだ」「ことだ」に前接する事態の叙述を見て
きた。「ことだ」の実例が非常に少なかったため、その部分を十分に論じるこ
とができなかったが、それもこの種の「ことだ」の特徴と考えられる。〈感心・
あきれ〉の「ものだ」の場合は、“確定している” という捉え方があてはまる
と考えられる。一方、「ことだ」の場合は、「よく（も）」のような表現が共起
しないことを考えると、話し手が想定している一般的なことや常識から外れて
いる事態を、程度に言及せずに “指定” することで、〈感心・あきれ〉の感情
を表す表現と考えられる。
4 ．〈感心・あきれ〉の周辺的な用法
　さらに、〈感心・あきれ〉の用法の周辺についても見ておく。特に関連があ
るのは「こと」の諸用法である。〈感心・あきれ〉の表現は、「ことか」「こと
だろう（か）」、さらに終助詞としての「こと」にも同様の例が見られる。ここ
では、終助詞の「こと」について見る。
　終助詞の「こと」は、現在ではあまり使われなくなった女性語とされること
が多いが、実例を集めてみると、男女を問わず、身近な話題についての書き言
葉で使用される表現でもあるようである。下の62）は、女性語の例である。63）
は、この部分の執筆者は不明だが、女性の執筆者達による雑誌からの例である。
なお、このように、ナ形容詞の連体形に接続する用法も、グループ・ジャマシ
イ（1997）等を参考に、終助詞としての用法と見なす。64）は、例の後の部分
から、書き手が男性であることが分かる。
62）「まあ、ひどいこと！」とかなんとかいいながら、栄子はうれしそうに、
はずんで健治のところへとんでいった。（BCCWJ‌書籍（非コア）山
中恒（著）1998『トラブルさんこんにちは』）
63）子犬の可愛らしさに感激したのはもちろん、Kさんの親切なこと！こ
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の犬種の生い立ち、犬の行動や習性の話、（略）そして病気の話や、
飼育する上で起こりそうなトラブルの話まで、いろいろ話してくださ
いました。（BCCWJ，雑誌，愛犬の友，今村央子（著）/佐藤仁美（著）
/実著者不明/宮島悦子（著）/山田真理子（著））
64）新幹線内でのひとこま。途中駅から乗車し、私の隣に腰掛けたのは黒
いスーツを着込んだビジネスウーマン（と思う）。（略）次の瞬間。「プ
シュ」という音に続いて、缶ビールを豪快に飲み始めた。うーん。美
味そうに飲むこと！（略）これって、偏見なんだろうけど、こういう
ところはオヤジ臭さを出さないでほしいんだよね。（BCCWJ，
Yahoo!ブログ）
　特徴的な表現として、次のようなものがある。65）は繰り返しの用法である。
これも一種の強調の手段と考えられる。66）のように「何とも」のように、疑
問詞によって、その甚だしさを表す表現も見られる。
65）途中やめするのは結構勇気がいりますよね。今回も、私も迷いました
が、この苦痛のまま読んでも何も吸収されないと思ったのでやめまし
た。そしたら、すっきり！　次の本を読むのがラクなことラクなこと！
やめた本以上に読みましたし、何より印象に残っています。（BCCWJ，
書籍，今日から読みます英語100万語！，古川昭夫（著）/河手真理子
（著））
66）正面に三輪山の横顔、その向こうには龍王山、天候に恵まれると若草
山までも見えるという。この風景と手作りのお菓子をいただくひと時
の何とも幸せなこと。（BCCWJ，雑誌，旅の手帖，2004年11月号）
　一方、「もの」の諸用法については、「ものか」は反語、終助詞の「もの」は
説明の表現である。いずれも、「こと」の諸用法のように、述べられる事態の
内部（程度など）に立ち入らず、その肯否や、文脈上の説明といった、比較的
外側の部分に関わっていると言うことができる。
　以上、ごく簡単にではあるが〈感心・あきれ〉の周辺的な用法を見た。「もの」
の諸用法と異なり、「こと」の諸用法は、事態の生起の程度のように、より文
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の内部についての表現として〈感心・あきれ〉の表現を表すと見ることができ
る。
まとめ
　本稿では〈感心・あきれ〉の「ものだ」と「ことだ」について見た。先行研
究の概観においては、「ものだ」と「ことだ」それぞれの用法について述べら
れていることを確認した。実例による検証では、筆者の見方による「ものだ」文、
「ことだ」文それぞれの特徴が、〈感心・あきれ〉の用法の用法にも反映されて
いると言えるかどうかを見た。周辺的な用法も含めると、〈感心・あきれ〉の
用法としては、「こと」を含む表現の方が広がりを持っていることが分かった。
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